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Ⅱ 調査結果の概要

［学 校 調 査］

１ 大 学

（１）学 校 数 （表１）

学校数は７６５校（国立８６校，公立９０校，私立５８９校。通信教育のみを行う学校（私立６校）を除

く。）で，前年度より９校増加している。

表１ 大学の設置者別学校数

（２）学 生 数 （表２）

学生数は，２８３万５千人（男子１６９万５千人，女子１１４万人），前年度より７千人増加している。

また，学生数のうち学部学生は２５２万人，大学院学生は２６万３千人〔修士課程｛修士課程及び博士前

期課程（医・歯学及び獣医学を除く一貫制博士課程を含む。）以下同じ。｝１６万５千人，博士課程｛博士後

期課程（医・歯学及び獣医学の博士課程を含む。）以下同じ。｝７万４千人，専門職学位課程※２万３千人〕，

専攻科・別科等の学生は５万３千人となっている。

*平成15年４月創設の高度専門職業人の養成を目的とする専門職大学院の課程

① 学生数を設置者別にみると，国立６２万４千人（学生数の２２．０％），公立１３万２千人（同４．７

％），私立２０７万９千人（同７３．３％）となっている。

②女子学生の占める割合は４０．２％で，前年度より０．４ポイント上昇している。

表２ 学生数（大学）

区　　分 計 国立 公立 私立 私立の割合

校 校 校 校 ％

平成10 604 99 61 444 73.5

15 702 100 76 526 74.9
16 709 87 80 542 76.4
17 726 87 86 553 76.2
18 744 87 89 568 76.3
19 756 87 89 580 76.7
20 765 86 90 589 77.0

社会人 女子の占

うち学部 うち大学
院　ａ うち社会人

うち女子
ａ

める比率

人 人 人 人 人 ％ ％ 人 人 人

平成10 2,668,086 2,428,269 178,901 … 930,871 … 34.9 617,348 95,976 1,954,762

15 2,803,980 2,509,374 231,489 35,378 1,087,431 15.3 38.8 622,404 120,463 2,061,113

16 2,809,295 2,505,923 244,024 40,988 1,100,839 16.8 39.2 624,389 122,864 2,062,042

17 2,865,051 2,508,088 254,480 45,194 1,124,900 17.8 39.3 627,850 124,910 2,112,291

18 2,859,212 2,504,885 261,049 48,609 1,127,474 18.6 39.4 628,947 127,872 2,102,393

19 2,828,708 2,514,228 262,113 51,142 1,126,751 19.5 39.8 627,402 129,592 2,071,714
20 2,835,242 2,519,727 262,687 53,667 1,139,862 20.4 40.2 623,789 131,977 2,079,476

私　　立区　　分 計 国　　立 公　　立
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（３）関係学科別学部学生の構成（表３，図１）

学部学生の関係学科別構成比をみると，「社会

科学」が３５．８％で最も高く，次いで「工学」

（１６．３％），「人文科学」（１５．６％）等の順と

なっている。

さらに，その年次推移をみると，「薬学」，「家

政」の比率は年々上昇してきているが，「社会科

学」，「工学」，「人文科学」の比率が低下している。

（４）専攻分野別大学院学生の構成

（表３，図１，図２）

大学院修士課程の専攻分野別構成比をみると，

「工学」が３９．５％で最も高く，次いで「社会

科学」（１１．４％），「理学」（８．３％）等の順

となっている。

さらに，その年次推移をみると，「医・歯学」

の比率は年々上昇してきているが，「社会科学」

の比率は低下してきている。

大学院博士課程の専攻分野別構成比をみると，

「医・歯学」が２６．７％で最も高く，次いで

「工学」（１８．５％），「人文科学」（１０．１

％）等の順となっている。

さらに，その年次推移をみると，「教育」の比率は年々上昇してきているが，「理学」，「農学」の比率が低下

している。

大学院専門職学位課程の専攻分野別構成比をみると，「社会科学」が９０．７％で最も高く，次いで「教育」

（３．１％）の順となっている。

また，大学院学生のうち，「社会人」（平成２０年５月１日において職に就いている者。ただし，企業等を

退職した者及び主婦等を含む。）は修士課程では２万人（男子１万人，女子１万人）で，学生数に占める割合は

１２．１％，博士課程では２万５千人（男子１万７千人，女子７千人）で，学生数に占める割合は３３．１％，

専門職学位課程では９千人（男子７千人，女子２千人）で，学生数に占める割合は３９．３％となっている。

これを各専攻分野ごとに「社会人」の占める割合をみると，修士課程では「社会科学」が３５．４％で最も高

く，次いで「教育」（２９．７％）となっており，博士課程では「医・歯学」が４７．５％で最も高く，次い

で「工学」（３３．２％）となっており，専門職学位課程では「工学」が７３．０％で最も高く，次いで「医・

歯学」（６３．８％）となっている。

表３ 関係学科・専攻分野別学生数の比率の推移（大学・大学院）
（１）学部学生

図１　大学の関係学科・専攻分野別学生の構成
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その他
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専門職学位課程

大　　 　 　 　 　 学　 　 　 　 　 　 院

10 20 10 20    10 20 10 20 10 20 10 20    10 20 10 20

関　　係　　学　　科 　別 　学 　生 　の 　構　　成　　比

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
平成10 100.0 16.5 40.0 3.5 19.4 2.9 2.7 1.6 1.7 5.8 5.7

15 100.0 16.3 39.0 3.5 17.8 2.8 2.5 1.6 2.1 5.5 8.8
16 100.0 16.3 38.4 3.5 17.5 2.8 2.5 1.7 2.3 5.6 9.5
17 100.0 16.2 37.7 3.5 17.3 2.8 2.5 1.8 2.4 5.7 10.1
18 100.0 16.0 37.0 3.4 17.0 2.9 2.5 2.0 2.5 5.8 11.0
19 100.0 15.8 36.3 3.4 16.7 2.9 2.5 2.1 2.6 5.9 11.8
20 100.0 15.6 35.8 3.3 16.3 3.0 2.5 2.2 2.6 6.1 12.6

計
区　　分

人文科学 社会科学 理学 工学 農学 医・歯学 薬学 家政 教育 その他
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（２）大学院修士課程

（３）大学院博士課程

（４）大学院専門職学位課程

図２ 専攻分野別社会人大学院学生の構成比
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専　　攻　　分　　野 　別 　学 　生 　の 　構　　成　　比

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
平成10 100.0 8.9 13.9 9.8 42.1 5.6 0.2 2.9 … 8.2 8.3

15 100.0 8.1 14.3 8.7 39.6 5.2 0.7 3.0 … 7.3 13.1
16 100.0 8.1 13.2 8.6 40.1 5.1 0.8 3.1 … 7.0 13.9
17 100.0 8.2 12.5 8.5 39.9 5.1 0.9 3.2 … 7.0 14.7
18 100.0 8.1 12.1 8.5 39.4 5.2 1.0 3.1 … 7.2 15.5
19 100.0 7.8 11.6 8.4 39.4 5.5 1.0 3.1 … 7.3 16.0
20 100.0 7.7 11.4 8.3 39.5 5.5 1.1 3.2 … 6.9 16.4

区　　分
計 人文科学 社会科学 理学 工学 農学 医・歯学 薬学 家政 教育 その他

専　　攻　　分　　野 　別 　学 　生 　の 　構　　成　　比

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
平成10 100.0 10.8 9.4 11.0 20.1 6.9 30.0 1.6 … 2.5 7.7

15 100.0 10.4 10.4 8.7 18.5 6.1 27.9 1.7 … 2.4 13.9
16 100.0 10.3 10.2 8.6 18.5 5.9 27.4 1.7 … 2.5 14.9
17 100.0 10.2 10.1 8.6 18.6 5.8 26.9 1.8 … 2.5 15.6
18 100.0 10.2 10.0 8.3 18.5 5.8 26.4 1.8 … 2.5 16.3
19 100.0 10.3 10.0 7.7 18.6 5.7 26.3 1.9 … 2.6 16.9
20 100.0 10.1 9.9 7.2 18.5 5.5 26.7 1.8 … 2.7 17.6

区　　分
計 人文科学 社会科学 理学 工学 農学 医・歯学 薬学 家政 教育 その他

専　　攻　　分　　野 　別 　学 　生 　の 　構　　成　　比

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
平成10 … … … … … … … … … … …

15 100.0 － 86.7 － － － 3.4 － … － 9.9
16 100.0 － 95.5 － － － 0.6 － … － 3.9
17 100.0 0.2 95.5 － 0.2 － 0.4 － … － 3.6
18 100.0 0.3 94.8 － 0.5 － 0.3 － … 0.2 3.9
19 100.0 0.5 93.9 － 0.8 － 0.5 － … 0.3 4.1
20 100.0 0.7 90.7 － 1.0 － 0.6 － … 3.1 3.9

（注）大学院修士課程・博士課程・専門職学位課程の「家政」については，「その他」に含まれている。

区　　分
計 人文科学 社会科学 理学 工学 農学 医・歯学 薬学 家政 教育 その他
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（５）入 学 状 況（表４，表５）

ア．大学（学部）への入学状況

大学学部への入学者数は，６０万７千人（国立１０万２千人，公立２万７千人，私立４７万７千人）で，

前年度より６千人減少している。

① 入学者の「出身高校の所在地県」と「入学した大学の所在地県」との関係をみると，大学(学部)の

入学者のうち，「自県（出身高等学校と同一県）内の大学へ入学した者の比率」は４１．２％（前年度

より０．２ポイント上昇）となっている。

② これを男女別にみると，男子は３９．６％（前年度より０．２ポイント上昇），女子は４３．３％

（前年度より０．１ポイント上昇）となっている。

イ．大学院への入学状況

大学院への入学者数は，修士課程では７万７千人（男子５万４千人，女子２万３千人）で前年度より１百

人減少しており，博士課程では１万６千人（男子１万１千人，女子５千人）で前年度より７百人減少してお

り，専門職学位課程では９千人（男子７千人，女子３千人）で前年度より４百人増加している。

修士課程の入学者数を年齢別に見ると，「２２歳」が３万５千人（４５．２％）で最も高く，次いで

「２３歳」２万人（２５．８％），「２４歳」６千人（８．３％）等の順となっている。

また，修士課程の入学者のうち，「社会人」は８千人（１０．７％），「留学生」は７千人（８．５％）で

ある。

博士課程の入学者数を年齢別に見ると，「３０～３４歳」が３千１百人（１９．３％）で最も高く，次い

で「２４歳」２千５百人（１５．６％），「２５歳」２千３百人（１３．９％）等の順となっている。

また，博士課程の入学者のうち，「社会人」は５千６百人（３４．１％），「留学生」は２千３百人

（１４．３％）である。

専門職学位課程の入学者数を年齢別に見ると，「２２歳」が２千人（２０．７％）で最も高く，次いで

「２３歳」１千６百人（１６．９％），「３０～３４歳」１千２百人（１２．８％）等の順となっている。

また，専門職学位課程の入学者のうち，「社会人」は３千８百人（４０．１％），「留学生」は２百人

（１．９％）である。

専門職学位課程のうち法科大学院の入学者を年齢別に見ると，「２２歳」が１千３百人（２４．２％）で

最も高く，次いで「２３歳」１千１百人（２０．９％），「２４歳」６百人（１０．８％）等の順となってい

る。

また，今年度より開設された教職大学院の入学者を年齢別に見ると，「２２歳」が２百人（２５．１％）

で最も高く，次いで「４０～４４歳」１百人（２１．７％），「３５～３９歳」１百人（１４．２％）等の

順となっており，入学者のうち「社会人」が５９．４％を占めている。

専門職学位課程
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表４ 入学状況（大学，大学院）

表５ 大学院の年齢別入学状況

（１）修士課程

21歳 30歳～ 35歳～ 40歳～ 45歳～ 50歳～ 55歳～ 61歳

以下 34歳　 39歳　 44歳　 49歳　 54歳　 60歳　 以上 社会人 留学生

77,396 323 35,010 19,970 6,462 2,885 1,766 1,183 1,040 812 2,746 1,734 1,293 881 525 490 276 8,249 6,583

(100.0) (0.4) (45.2) (25.8) (8.3) (3.7) (2.3) (1.5) (1.3) (1.0) (3.5) (2.2) (1.7) (1.1) (0.7) (0.6) (0.4) (10.7) (8.5)

54,464 204 26,274 15,100 4,540 1,724 1,009 619 565 416 1,508 881 584 372 209 261 198 4,277 3,066

(100.0) (0.4) (48.2) (27.7) (8.3) (3.2) (1.9) (1.1) (1.0) (0.8) (2.8) (1.6) (1.1) (0.7) (0.4) (0.5) (0.4) (7.9) (5.6)

22,932 119 8,736 4,870 1,922 1,161 757 564 475 396 1,238 853 709 509 316 229 78 3,972 3,517

(100.0) (0.5) (38.1) (21.2) (8.4) (5.1) (3.3) (2.5) (2.1) (1.7) (5.4) (3.7) (3.1) (2.2) (1.4) (1.0) (0.3) (17.3) (15.3)

（２）博士課程

21歳 30歳～ 35歳～ 40歳～ 45歳～ 50歳～ 55歳～ 61歳

以下 34歳　 39歳　 44歳　 49歳　 54歳　 60歳　 以上 社会人 留学生

16,271 － 4 92 2,540 2,265 1,559 1,153 1,055 1,045 3,142 1,270 835 587 342 255 127 5,552 2,323

(100.0) (-) (0.0) (0.6) (15.6) (13.9) (9.6) (7.1) (6.5) (6.4) (19.3) (7.8) (5.1) (3.6) (2.1) (1.6) (0.8) (34.1) (14.3)

11,264 － 3 69 1,925 1,601 1,035 763 697 741 2,242 830 532 346 221 169 90 3,960 1,308

(100.0) (-) (0.0) (0.6) (17.1) (14.2) (9.2) (6.8) (6.2) (6.6) (19.9) (7.4) (4.7) (3.1) (2.0) (1.5) (0.8) (35.2) (11.6)

5,007 － 1 23 615 664 524 390 358 304 900 440 303 241 121 86 37 1,592 1,015

(100.0) (-) (0.0) (0.5) (12.3) (13.3) (10.5) (7.8) (7.1) (6.1) (18.0) (8.8) (6.1) (4.8) (2.4) (1.7) (0.7) (31.8) (20.3)

（３）専門職学位課程

21歳 30歳～ 35歳～ 40歳～ 45歳～ 50歳～ 55歳～ 61歳

以下 34歳　 39歳　 44歳　 49歳　 54歳　 60歳　 以上 社会人 留学生

9,468 96 1,961 1,604 812 464 377 329 321 314 1,215 894 536 310 125 79 31 3,794 184

(100.0) (1.0) (20.7) (16.9) (8.6) (4.9) (4.0) (3.5) (3.4) (3.3) (12.8) (9.4) (5.7) (3.3) (1.3) (0.8) (0.3) (40.1) (1.9)

6,901 50 1,225 1,167 599 377 281 244 250 240 952 698 413 221 89 66 29 2,939 84

(100.0) (0.7) (17.8) (16.9) (8.7) (5.5) (4.1) (3.5) (3.6) (3.5) (13.8) (10.1) (6.0) (3.2) (1.3) (1.0) (0.4) (42.6) (1.2)

2,567 46 736 437 213 87 96 85 71 74 263 196 123 89 36 13 2 855 100

(100.0) (1.8) (28.7) (17.0) (8.3) (3.4) (3.7) (3.3) (2.8) (2.9) (10.2) (7.6) (4.8) (3.5) (1.4) (0.5) (0.1) (33.3) (3.9)

 （再掲）法科大学院

5,393 62 1,303 1,127 580 312 240 220 179 174 572 322 134 88 44 29 7 1,462 5

(100.0) (1.1) (24.2) (20.9) (10.8) (5.8) (4.5) (4.1) (3.3) (3.2) (10.6) (6.0) (2.5) (1.6) (0.8) (0.5) (0.1) (27.1) (0.1)

3,900 31 797 810 427 262 190 167 137 137 440 250 115 71 34 25 7 1,130 2

(100.0) (0.8) (20.4) (20.8) (10.9) (6.7) (4.9) (4.3) (3.5) (3.5) (11.3) (6.4) (2.9) (1.8) (0.9) (0.6) (0.2) (29.0) (0.1)

1,493 31 506 317 153 50 50 53 42 37 132 72 19 17 10 4 － 332 3

(100.0) (2.1) (33.9) (21.2) (10.2) (3.3) (3.3) (3.5) (2.8) (2.5) (8.8) (4.8) (1.3) (1.1) (0.7) (0.3) (-) (22.2) (0.2)

 　　　　教職大学院

641 － 161 79 20 11 8 12 3 6 37 91 139 60 13 1 － 381 1

(100.0) (0.0) (25.1) (12.3) (3.1) (1.7) (1.2) (1.9) (0.5) (0.9) (5.8) (14.2) (21.7) (9.4) (2.0) (0.2) (0.0) (59.4) (0.2)

397 － 89 52 13 8 5 8 － 4 22 64 92 36 4 － － 243 1

(100.0) (0.0) (22.4) (13.1) (3.3) (2.0) (1.3) (2.0) (0.0) (1.0) (5.5) (16.1) (23.2) (9.1) (1.0) (0.0) (0.0) (61.2) (0.3)

244 － 72 27 7 3 3 4 3 2 15 27 47 24 9 1 － 138 －

(100.0) (0.0) (29.5) (11.1) (2.9) (1.2) (1.2) (1.6) (1.2) (0.8) (6.1) (11.1) (19.3) (9.8) (3.7) (0.4) (-) (56.6) (-)

（注）　1. 平成２０年５月１日現在の年齢である。
　　　  2. (３）専門職学位課程の入学者数には法科大学院の既修コースへの入学者を含む。

計

男

女

計のうち

計のうち

計

男

24歳 25歳区　分

計のうち
29歳

29歳

計

男

女

24歳区　分 計 22歳

女

28歳

28歳 29歳26歳 27歳

23歳 25歳 26歳 27歳

28歳26歳

計 22歳 23歳

27歳

計

23歳 24歳 25歳区　分 計 22歳

計

男

女

男

女

学　　　部　　　入　　　学　　　状　　　況 大学院入学者数

入　　　学　　　者　　　数 自 県 内 入 学 率

計 国　立 公　立 私　立 計 男 女 うち社会人 うち社会人 うち社会人 うち法科大学院 うち教職大学院

人 人 人 人 ％ ％ ％ 人 人 人 人 人 人 人 人

平成10 590,743 107,311 21,205 462,227 37.1 35.2 40.3 60,241 … 15,491 … … … … …

15 604,785 103,762 25,153 475,870 39.5 38.2 41.4 75,698 8,182 18,232 3,952 572 490 … …
16 598,331 103,552 25,074 469,705 39.7 38.5 41.6 76,749 8,122 17,944 4,392 7,231 3,630 5,766 …
17 603,760 104,130 26,050 473,580 40.1 38.6 42.2 77,557 7,957 17,553 4,709 5,969 3,044 3,516 …
18 603,054 104,027 26,935 472,092 40.8 39.3 42.9 77,851 8,161 17,131 5,257 8,899 3,542 5,776 …
19 613,613 102,455 26,967 484,191 41.0 39.4 43.2 77,451 8,470 16,926 5,417 9,059 3,328 5,709 …
20 607,159 102,345 27,461 477,353 41.2 39.6 43.3 77,396 8,249 16,271 5,552 9,468 3,794 5,393 641

区　　分 修士課程 博士課程 専門職学位課程
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（６）大学への編入学者数（図３）

大学（学部）への編入学者数は，短期大学からの編入学者が７千７百人（男子２千３百人，女子５千４百

人），高等専門学校からは３千人（男子２千５百人，女子４百人），専修学校（専門課程）からは２千６百人

（男子１千３百人，女子１千３百人）で前年度より９百人減少している。

（７）教 員 数（表６）

教員数は，本務者が１７万人（国立６万１千人，公立１万２千人，私立９万７千人）で，前年度より２千

人増加している。また，兼務者は１７万５千人（国立３万５千人，公立１万３千人，私立１２万７千人）で，

前年度より６千人増加している。

表６ 本 務 教 員 数 （大学）

計

男 女

人 人 人 人 人 人 ％
平成10 144,310 126,525 17,785 59,557 9,420 75,333 12.3

15 156,155 132,200 23,955 60,882 10,977 84,296 15.3
16 158,770 133,397 25,373 60,897 11,188 86,685 16.0
17 161,690 134,740 26,950 60,937 11,426 89,327 16.7
18 164,473 135,876 28,597 60,712 11,743 92,018 17.4
19 167,636 137,113 30,523 60,991 11,786 94,859 18.2
20 169,912 137,861 32,051 61,014 12,082 96,816 18.9

女子教員
の比率

区　　分 国立 公立 私立

図３　大学（学部）への編入学者数
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２ 短期大学

（１）学 校 数 （表７）

学校数は，４１７校（国立２校，公立２９校，私立３８６校。通信教育のみを行う学校（私立１校）を除

く。）で，前年度より１７校減少している。

表７ 短期大学の設置者別学校数

（２）学 生 数 （表８）

学生数は，１７万３千人（男子１万９千人，女子１５万４千人）で，前年度より１万４千人減少している。

また，学生数のうち本科学生は１６万６千人，専攻科・別科等の学生は６千人となっている。

① 学生数を設置者別にみると，国立１百人（学生数の０．０％），公立１万１千人（同６．１％），私立

１６万２千人（同９３．９％）となっている。

② 学生数のうち女子学生の占める比率は８８．９％で，前年度より０．６ポイント上昇している。

表８ 学 生 数 （短期大学）

（３）関係学科別学生の構成（表９）

本科学生の関係学科別構成比をみると，「教育」が２９．８％で最も高く，次いで「家政」（２０．８％），

「人文」（１２．４％），「社会」（１２．０％）等の順となっている。さらに，その年次推移をみると，

「人文」，「家政」の比率は年々低下してきている。

区　　分 計 国立 公立 私立 私立の割合

校 校 校 校 ％

平成10 588 25 60 503 85.5

15 525 13 49 463 88.2
16 508 12 45 451 88.8
17 488 10 42 436 89.3
18 468 8 40 420 89.7
19 434 2 34 398 91.7
20 417 2 29 386 92.6

うち本科 うち女子
女子の占
める比率

人 人 人 ％ 人 人 人

平成10 416,825 407,407 375,372 90.1 9,648 23,254 383,923

15 250,062 241,408 220,090 88.0 4,515 17,999 227,548
16 233,754 225,995 204,463 87.5 2,975 16,510 214,269
17 219,355 212,200 191,131 87.1 1,643 14,347 203,365
18 202,254 195,233 177,162 87.6 597 11,909 189,748
19 186,667 179,958 164,910 88.3 184 10,815 175,668
20 172,726 166,448 153,518 88.9 52 10,565 162,109

私　　立区　　分 計 国　　立 公　　立
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表９ 関係学科別学生数の比率の推移（短期大学本科）

（４）入 学 状 況（表１０）

本科への入学者数は７万７千人（公立５千人，私立７万３千人）で，前年度より７千人減少している。

① 入学者の「出身高校の所在地県」と「入学した短期大学の所在地県」との関係をみると，本科の入学

者のうち，「自県（出身高校と同一県）内の短期大学へ入学した者の比率」は６３．７％で，前年度より

０．４ポイント上昇している。

② これを男女別にみると，男子は５５．２％（前年度より０．７ポイント上昇），女子は６４．７％（前

年度より０．３ポイント上昇）となっている。

表１０ 入 学 状 況（短期大学本科）

（５）教 員 数（表１１）

教員数は，本務者が１万１千人（公立１千人，私立１万人）で，前年度より５百人減少している。また，兼

務者は２万４千人（国立２百人，公立１千人，私立２万２千人）で，前年度より１千人減少している。

表１１ 本 務 教 員 数 （短期大学）

入　　　学　　　者 　　数 自 県　内　入　学 率
計 国　立 公 立 私 立 計 男 女

人 人 人 人 ％ ％ ％
平成10 191,430 2,774 9,524 179,132 58.0 51.8 58.7

15 113,029 983 7,215 104,831 60.4 50.4 61.7
16 106,204 309 6,606 99,289 61.1 52.4 62.3
17 99,431 300 5,451 93,680 61.9 52.6 63.2
18 90,740 － 4,708 86,032 63.1 55.6 64.1
19 84,596 － 4,724 79,872 63.3 54.5 64.4
20 77,339 － 4,697 72,642 63.7 55.2 64.7

区　　分

計

男 女

人 人 人 人 人 人 ％

平成10 19,040 11,092 7,948 888 2,133 16,019 41.7

15 13,534 7,290 6,244 368 1,610 11,556 46.1
16 12,740 6,842 5,898 240 1,418 11,082 46.3
17 11,960 6,392 5,568 244 1,209 10,507 46.6
18 11,278 5,915 5,363 74 1,031 10,173 47.6
19 11,022 5,682 5,340 － 941 10,081 48.4
20 10,524 5,381 5,143 － 803 9,721 48.9

女子教員
の比率

区　　分 国立 公立 私立

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
平成10 100.0 24.2 13.2 3.0 4.3 0.8 7.9 23.7 16.2 6.6

15 100.0 15.1 13.4 2.0 4.3 1.1 9.7 22.5 25.6 6.2
16 100.0 14.0 12.8 1.7 4.7 1.1 9.0 21.7 27.7 7.4
17 100.0 13.1 12.3 1.4 4.6 1.0 8.3 21.1 29.6 8.6
18 100.0 12.5 12.2 1.3 4.2 0.8 7.6 21.2 30.7 9.6
19 100.0 12.6 11.9 1.3 3.9 0.7 7.5 21.1 30.4 10.6
20 100.0 12.4 12.0 1.4 3.5 0.8 7.6 20.8 29.8 11.7

区　　分 計 人文 社会 家政 教育 その他教養 工業 農業 保健
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３ 高等専門学校（表１２）

（１）学 校 数

学校数は，６４校（国立５５校，公立６校，私立３校）で前年度と同数である。

（２）学 生 数

学生数は，５万９千人（国立５万３千人，公立４千人，私立２千人）で前年度より１百人増加している。

このうち女子学生（９千人）の占める比率は１５．６％で，前年度より０．２ポイント低下している。

（３）入 学 者 数

入学者数は，１万１千人（男子９千人，女子２千人）で前年度より２百人増加している。

（４）教 員 数

教員数は，本務者が４千４百人（男子４千２百人，女子３百人）で，前年度とほぼ同数となっている。

また，兼務者は２千２百人（男子１千８百人，女子４百人）となっている。

表１２ 学校数，学生数等の推移（高等専門学校）

４ 大学・大学院・短期大学の通信教育（表１３）

（１） 学 校 数

通信による教育を行う大学は５１校（うち通信制の学部を置く大学４１校，大学院を置く大学２５校），

短期大学は１０校で，前年度より大学は１校増加（通信制の大学院を置く大学は２校増加）し，短期大学は

１校増加している。

（２） 学 生 数

学生数は大学２３万人（男子９万６千人，女子１３万４千人），大学院９千人（男子５千人，女子３千人），

短期大学２万３千人（男子６千人，女子１万６千人）で，前年度より大学は１万人，大学院は２百人，短期

大学は３千人それぞれ減少となっている。

① 正規の課程の学生数は大学１８万６千人（男子７万７千人，女子１０万９千人），大学院４千人（男子

２千３百人，女子１千４百人），短期大学２万１千人（男子６千人，女子１万５千人）で，前年度より

大学は８千人，大学院は２百人，短期大学は３千人それぞれ減少している。

② 正規の課程の学生の関係学科構成比をみると，大学では「社会科学」が２７．４％で最も高く，次いで

「教育」１６．４％等の順となっている。また，大学院修士課程では「社会科学」が１７．５％で最も

高く，次いで「人文科学」１５．１％の順，大学院博士課程では「人文科学」が１７．２％で最も高く，

次いで「教育」が１４．７％の順となっている。短期大学では「教育」が６２．９％で最も高く，次い

で「社会」が２４．７％の順となっている。

　学　校　数　（校）　 学　生　数　（人） 入　学　者　数  （人）
教員数
(本務者)

計 国立 公立 私立 計 国　立 公　立 私　立 計 国　立 公　立 私　立 （人）

平成10 62 54 5 3 56,214 49,326 4,497 2,391 11,306 9,906 938 462 4,408

15 63 55 5 3 57,875 50,974 4,650 2,251 11,335 9,937 932 466 4,474

16 63 55 5 3 58,698 51,729 4,673 2,296 11,572 10,162 928 482 4,473

17 63 55 5 3 59,160 52,210 4,594 2,356 11,345 10,053 849 443 4,469

18 64 55 6 3 59,380 52,587 4,493 2,300 11,330 10,120 767 443 4,471

19 64 55 6 3 59,386 52,833 4,349 2,204 11,112 10,142 567 403 4,453

20 64 55 6 3 59,446 53,162 4,162 2,122 11,288 10,112 754 422 4,432

（注）「学生数」には，本科の学生のほか専攻科及び聴講生・研究生等の学生を含む。

区　分
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（３）入学者数（正規の課程）

正規の課程の入学者数は大学１万１千人（男子５千人，女子６千人），大学院１千３百人（男子８百人，

女子５百人），短期大学３千６百人（男子９百人，女子２千６百人）で，前年度より大学は１千５百人，短期

大学は８百人それぞれ減少し，大学院は１百人増加している。

表１３ 学校数，学生数，入学者数及び教員数（本務者）の推移

（大学・大学院・短期大学［通信教育］）

学　　校　　数 学　　校　　数  

通信教育部
を置くもの
(放送大学
学園立を除く)

放送大学
学園立

通信教育部
を置くもの
(放送大学
学園立を除く)

放送大学
学園立

校 校 校 人 人 人 人 校 校 校 人 人 人 人

平成10 17 16 1 217,969 168,889 12,004 120 … … … … … … …

15 31 30 1 234,635 191,333 13,498 266 (11)4 4 (1) 14,036 2,574 1,191 43

16 33 32 1 241,615 196,648 14,200 379 (12)6 6 (1) 9,767 3,024 1,255 50

17 35 34 1 246,029 200,393 14,090 350 (12)7 7 (1) 9,634 3,330 1,228 63

18 36 35 1 245,167 198,483 13,896 370 (12)7 7 (1) 9,483 3,521 1,235 68

19 40 39 1 240,076 193,573 12,978 458 (15)8 8 (1) 8,820 3,628 1,288 72

20 41 40 1 229,734 185,719 11,452 493 (15)10 10 (1) 8,649 3,793 1,344 88

学校数  

校 人 人 人 人

平成10 10 34,974 33,718 8,563 48

15 10 24,558 22,980 4,652 32

16 9 26,778 25,215 5,679 16

17 9 28,424 26,773 5,842 45

18 8 28,456 26,929 5,532 31

19 9 25,227 23,796 4,375 34

20 10 22,622 21,130 3,560 39

(注) 1. 大学・大学院の「学校数」の放送大学学園立の大学・大学院は平成16年度より私立に計上している。

　　 2. 大学院の「学校数」の(　　)内は大学の｢学校数｣の再掲である。

短　　　期　　　大　　　学

入学者数
教員数
(本務者)

学生数 うち正規
の課程

私立
通信教育部
を置くもの

私　立
入学者数

区　　分

計

区　　分

計
教員数
(本務者)

学生数 うち正規
の課程

大　　　　　　　学 大　　　　学　　　　院

学生数 入学者数 教員数
(本務者)うち正規

の課程

私　立
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［卒業後の状況調査］

１ 大学（学部）卒業者（図４，５，表１４）

（１） 卒業者数

平成２０年３月に大学（学部）を卒業した者

（年度途中の卒業者を含む。以下同じ ）は，５５。

万５千人（男子３２万人，女子２３万６千人）で

前年度より４千人減少している。

これを設置者別にみると，国立１０万３千人(前

年より１百人増），公立２万４千人（４百人増），

私立４２万８千人（４千人減）となっている。

（２） 卒業者の進路

卒業者を進路別にみると，「大学院等への進学

者 （就職し，かつ進学した者を含む。以下同じ ）」 。

６万７千人（全卒業者数の１２．１％ 「就職者」）

（就職し，かつ進学した者を除く ）３８万８千人。

（同６９．９％ 「臨床研修医 （予定者を含む。）， 」

以下同じ ）９千人（同１．６％ 「専修学校・外。 ），

国の学校等入学者」９千人（同１．６％ 「一時），

的な仕事に就いた者」１万１千人（同２．１％ ，）

「左記以外の者」６万人（同１０．８％),「死亡・

不詳の者」１万１千人（同１．９％）となってい

る。

ア．進学状況

① 大学院等への進学者数は６万７千人（男子５万人，女子１万８千人）で，前年より１百人増加して

いる。

② 進学率（卒業者のうち大学院等への進学者及び就職し，かつ進学した者の占める比率。以下同じ ）。

は１２．１％ ％）で，前年より０．１ポイント上昇している。（男子１５．５％，女子７．５

イ．就職状況

① 就職者総数（ 大学院等進学者のうち就職している者」を加えた全就職者数。以下同じ。）は，「

３８万８千人（男子２１万２千人，女子１７万６千人）で，前年より１万人増加している。

② 就職率（卒業者数のうち就職者総数の占める比率。以下同じ ）は，６９．９％（男子６６．４％，。

女子７４．６％）で，前年より２．３ポイント上昇している。

③ 就職率を関係学科別にみると，「家政」が８２．５％で最も高く，次いで「社会科学」７７．７％，

「人文科学」７２．９％等の順となっている。

④ 就職者総数を産業別にみると，「卸売業，小売業」が１７．２％で最も高く，次いで「製造業」

１６．１％ 「金融業，保険業」１１．４％ 「情報通信業」１０．０％ 「医療，福祉」８．０％等の， ， ，

順となっている。

また，男女別にみると，男子は「製造業」２０．２％ 「卸売業，小売業」１７．７％ 「情報通信， ，

業」１１．９％等の順となっており，女子は「卸売業，小売業」１６．７％，「金融業，保険業」

１４．３％ 「医療，福祉」１３．４％等の順となっている。，

図４　大学（学部）卒業者の進路状況
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⑤ 就職者総数を職業別にみると，「事務従事者」が３３．２％で最も高く，次いで「専門的・技術的

職業従事者」３２．８％（うち技術者１７．１％，教員４．０％等 「販売従事者」２３．０％等の），

順となっている。

また，男女別にみると，男子は「専門的・技術的職業従事者」３３．８％（うち技術者２５．３％，

教員２．５％等 「事務従事者」２７．８％ 「販売従事者」２６．２％等の順となっており，女子）， ，

は「事務従事者」３９．８％，「専門的・技術的職業従事者」３１．７％（うち保健医療従事者

１１．４％，技術者７．３％，教員５．９％等 「販売従事者」１９．３％等の順となっている。），

表１４ 進路別卒業者の推移（大学[学部]）

その他

24.8%

サービス業（他に分

類されないもの）

6.6%

卸売業，小売業

17.2%

金融業，保険業

11.4%

医療，福祉

8.0%

教育，学習支援業

5.8%

製造業

16.1%

情報通信業

10.0%
　就職者総数

３８８，２９０人

図５ 大学（学部）卒業者の就職先産業別構成の状況

進学率
就職率 (c+d)/a×100

b/a
×100

計 男 女

人 人 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％ ％

平成10年3月 529,606 49,706 347,549 6,632 … 11,957 81,711 32,051 13 9.4 65.6 66.2 64.5

15 544,894 62,251 299,925 8,184 … 25,255 122,674 26,605 62 11.4 55.1 52.6 58.8
16 548,897 64,610 306,338 8,049 12,412 24,754 110,035 22,699 76 11.8 55.8 53.1 59.7
17 551,016 66,108 329,045 7,903 12,061 19,507 97,994 18,398 80 12.0 59.7 56.6 64.1
18 558,184 67,298 355,778 9,293 12,039 16,659 82,009 15,108 42 12.1 63.7 60.5 68.1
19 559,090 67,175 377,734 9,105 9,990 13,287 69,296 12,503 42 12.0 67.6 64.0 72.3
20 555,408 67,288 388,227 8,851 8,971 11,485 59,785 10,801 63 12.1 69.9 66.4 74.6

（注）１　「進学者」とは，大学院研究科，大学学部，短期大学本科，大学・短期大学の専攻科，別科へ入学した者である。

      ２　「左記以外の者」とは，家事の手伝いなど就職でも「大学院等への進学者」や「専修学校・外国の学校等入学者」等でもないことが

　　　　明らかな者である。

（再掲）左記
「進学者」の
うち就職して
いる者(d)

臨  床
研修医
(予定者
を含む)

一時的な
仕 事 に
就いた者

左記以外
の者

死亡・不詳
の者

専修学校・
外国の学校
等入学者

区　分
計
（ａ）

進学者
(b)

就職者
（ｃ）
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２ 大学院修了者（図６，７）

（１） 修了者数

平成２０年３月に大学院の修士課程を修了した者は，７万４千人（男子５万２千人，女子２万２千人）で

前年より２百人減少している。博士課程を修了した者（所定の単位を修得し，学位を取得せずに満期退学し

た者を含む。以下同じ ）は１万６千人（男子１万２千人，女子４千人）で前年より５百人減少している。。

また，専門職学位課程を修了した者は，８千人（男子５千８百人，女子２千２百人）で，前年より１千３百

人増加している。

これを設置者別にみると，修士課程では国立４万３千人（修了者の５７．６％ ，公立４千人（同５．６）

％ ，私立２万７千人（同３６．８％）となっており，博士課程では国立１万１千人（修了者の７０．６）

％ ，公立１千人（同４．９％ ，私立４千人（同２４．５％）となっている。また，専門職学位課程では，） ）

国立２千人（修了者の３０．９％ ，公立２百人（同１．９％）私立５千人（同６７．２％）となっている。）

（２） 修了者の進路

ア．修士課程

修了者の進路別内訳は，「大学院等への進学者」８千人（修了者の１０．７％），「就職者」（就職し，

かつ進学した者を除く ）５万５千人（同７４．８％ 「左記以外の者」７千人（同９．７％ 「死亡・不。 ）， ），

詳の者」２千人（同２．９％）となっている。

① 進学率は１０．７％（男子１０．５％，女子１１．４％）で，前年より０．７ポイント低下している。

② 就職率は７５．１％（男子７９．５％，女子６４．６％） で，前年より２．６ポイント上昇

している。

③ 就職者総数を産業別にみると 「製造業」が４６．６％と最も高く，次いで「情報通信業」１０．１，

％ 「教育，学習支援業」８．９％ 「医療，福祉」４．９％，等の順となっている。， ，

④ 就職者総数を職業別にみると 「専門的・技術的職業従事者」が７６．９％（うち技術者５５．４％，，

教員６．９％，科学研究者５．８％等）で最も高く，次いで「事務従事者」１２．５％，「販売従事

者」３．０％等の順となっている。

イ．博士課程

， 」 。 ），修了者の進路別内訳は 「就職者 （就職し，かつ進学した者を除く ）１万人（修了者の６２．９％

「左記以外の者」３千人（同２０．６％ 「死亡・不詳の者」２千人（同９．６％）等となっている。），

① 就職率は６３．２％（男子６６．４％，女子５５．０％）で，前年より４．４ポイント上昇している。

② 就職者総数を産業別にみると，「教育，学習支援業」が３３．７％で最も高く，次いで「医療，福祉」

２３．７％ 「製造業」１６．３％等の順となっている。，

， ， ， ，③ 就職者総数を職業別にみると 「教員」２４．８％ 「科学研究者」２３．９％ 「医師，歯科医師

獣医師，薬剤師」２２．０％ 「技術者」１７．５％等「専門的・技術的職業従事者」が９２．２％を，

占めている。

ウ．専門職学位課程

修了者の進路別内訳は 「就職者 （就職し，かつ進学した者を除く ）２千４百人（修了者の３０．３， 」 。

％ 「左記以外の者」４千６百人（同５６．７％ 「死亡・不詳の者」６百人（同７．１％）等となっ て）， ），

いる。

① 就職率は３０．５％（男子３２．５％，女子２５．２％）で，前年より３．９ポイント上昇している。

② 就職者総数を産業別にみると 「製造業」が２０．７％と最も高く，次いで「学術研究，専門・技術，

サービス業」１１．１％ 「情報通信業」９．８％等の順となっている。，

③ 就職者総数を職業別にみると 「事務従事者」が４４．８％と最も高く，次いで「専門的・技術的職，

業従事者」２７．４％（うち技術者１２．８％，教員３．３％等 「管理的職業従事者」１０．０％等），

の順となっている。
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図７ 大学院（博士課程）修了者の進路状況
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図６ 大学院（修士課程）修了者の進路状況
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３ 短期大学卒業者 （図８，９，表１５）

（１） 卒業者数

平成２０年３月に短期大学（本科）を卒業した者

は８万４千人（男子９千人，女子７万５千人）で，

前年より８千人減少している。

これを設置者別にみると，国立１百人（前年より

２百人減），公立５千人（前年より８百人減），

私立７万９千人（前年より７千４百人減）となって

いる。

（２） 卒業者の進路

卒業者の進路別内訳は，「大学等への進学者」

（就職し，かつ進学した者を含む。以下同じ。）

９千人（全卒業者の１１．３％ 「就職者 （就職）， 」

し，かつ進学した者を除く ）６万人（同７２．０。

％ 「専修学校・外国の学校等入学者」２千人），

（同２．２％），「一時的な仕事に就いた者」３千人

（同３．８％），「左記以外の者」８千人（同１０．０

％ 「死亡・不詳の者」５百人（同０．６％）と），

なっている。

ア．進学状況

① 大学等への進学者数は９千人（男子２千人，女子７千人）で，前年より１千５百人減少している。

② 進学率（卒業者のうち大学等への進学者及び就職し，かつ進学した者の占める比率。以下同じ ）は。

１１．３％（男子２４．８％，女子９．７％）で，前年より０．７ポイント低下している。

イ．就職状況

① 就職者総数（ 大学等への進学者のうち就職している者」を加えた全就職者数。以下同じ ）は６万人「 。

（男子５千人，女子５万５千人）で，前年より４千人減少している。

② 就職率（卒業者のうち就職者及び就職し，かつ進学した者の占める比率。以下同じ。）は７２．０％

（男子５５．８％，女子７４．０％）で，前年より１．８ポイント上昇している。

③ 就職率を関係学科別にみると，「教育」が８１．７％で最も高く，次いで「保健」７８．３％，

「教養」７５．８％等の順となっている。

④ 就職者総数を産業別にみると，「医療，福祉」が３７．８％で最も高く，次いで「卸売業，小売業」

１４．７％ 「教育，学習支援業」１３．３％ 「製造業」８．２％等の順となっている。， ，

⑤ 就職者総数を職業別にみると，「専門的･技術的職業従事者」５４．１％(うち保健医療従事者

１５．１％，教員１１．４％等）で最も高く，次いで「事務従事者」２３．９％，「販売従事者」

１１．４％等の順となっている。

図８　短期大学（本科）卒業者の進路状況
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製造業
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  図９  短期大学卒業者の就職先産業別構成の状況

表１５  進路別卒業者の推移（短期大学［本科］）

進学率
就職率 (c+d)/a×100

b/a
×100

計 男 女

人 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％ ％

平成10年3月 207,528 16,680 136,346 … 10,476 38,586 5,440 43 8.0 65.7 51.7 67.0

15 119,151 13,238 71,130 … 9,968 23,085 1,730 16 11.1 59.7 46.4 61.1
16 112,006 12,502 69,022 2,886 8,521 17,709 1,366 7 11.2 61.6 47.7 63.2
17 104,621 12,043 68,023 2,990 6,655 13,829 1,081 12 11.5 65.0 50.6 66.8
18 99,611 11,678 67,476 2,579 5,177 11,899 802 4 11.7 67.7 52.1 69.8
19 92,100 11,026 64,623 2,120 4,285 9,452 594 － 12.0 70.2 54.0 72.3
20 83,653 9,484 60,228 1,853 3,215 8,393 480 1 11.3 72.0 55.8 74.0

（注）１　「進学者」とは，大学学部，短期大学本科，大学・短期大学の専攻科，別科へ入学した者である。

      ２　「左記以外の者」とは，家事の手伝いなど就職でも「大学院等への進学者」や「専修学校・外国の学校等入学者」等でもないことが

　　　　明らかな者である。

一時的な
仕事に
就いた者

左記以外
の者

死亡・不詳
の者

（再掲）左記
「進学者」の
うち就職して
いる者(d)

専修学校・
外国の学校
等入学者

区　分
計

（ａ）
進学者
(b)

就職者
（ｃ）
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４ 高等専門学校卒業者（図１０，表１６）

（１） 卒業者数

平成２０年３月に高等専門学校を卒業した者は

１万人（男子８千５百人，女子１千７百人）で，

前年とほぼ同数となっている。

これを設置者別にみると，国立８千９百人，

公立８百人，私立４百人となっている。

（２） 卒業者の進路

卒業者の進路別内訳は「大学等への進学者」

４千３百人（全卒業者数の４２．５％ 「就職者」），

（就職し，かつ進学した者を除く。）５千５百人

（同５４．１％），「左記以外の者」２百人

（同１．９％）等となっている。

ア．進学状況

① 大学等への進学者数は４千３百人（男子

３千８百人，女子５百人）で，前年より１

百人増加している。

② 進学率は，４２．５％（男子４４．７％,

女子３１．１％）で，前年より０．８ポイ

ント上昇している。

イ．就職状況

① 就職者総数（ 大学等への進学者のうち就職している者」を加えた全就職者数。以下同じ）は５千「

５百人（男子４千４百人，女子１千１百人）で，前年とほぼ同数となっている。

② 就職率は５４．２％（男子５２．２％，女子６４．４％）で，前年より０．１ポイント低下してい

る。

③ 就職者総数を産業別にみると，「製造業」が５６．０％と最も高く，次いで「情報通信業」１０．６％，

「建設業」８．２％ 「運輸業，郵便業」６．４％等の順となっている。，

② 就職者総数を職業別にみると 「専門的・技術的職業従事者」９２．３％（うち技術者９０．５％，

等）が最も高く，次いで「運輸・通信従事者」２．９％，「サービス職業従事者」１．４％等の順となっ

ている。

図10　高等専門学校卒業者の進路状況
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表１６ 進路別卒業者の推移（高等専門学校）

計 大学等へ 就職者 進学率 就職率
(a) の進学者

(b)
(c)

(b/a)
×100

(c+d)/a
×100

人 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％
平成10年3月 10,077 2,927 6,675 … … 451 24 1 29.0 66.2

15 10,056 3,938 5,392 … … 704 22 1 39.2 53.6
16 10,011 3,929 5,422 199 16 445 － － 39.2 54.2
17 10,061 4,113 5,413 192 6 337 － 2 40.9 53.8
18 10,140 4,201 5,455 174 2 308 － 2 41.4 53.8
19 10,207 4,252 5,546 159 5 244 1 － 41.7 54.3
20 10,159 4,316 5,501 146 2 194 － 1 42.5 54.2

（注）１　「大学等への進学者」とは，大学学部，短期大学本科，大学・短期大学の専攻科，別科へ進学した者である。

      ２　「左記以外の者」とは，家事の手伝いなど就職でも「大学院等への進学者」や「専修学校・外国の学校等入学者」等

　　　　でもないことが明らかな者である。

区　  分
左記以外
の者

死亡・不詳
の者

（再掲）左記
「進学者」の
うち就職して
いる者(d)

専修学校・
外国の学校
等入学者

一時的な
仕事に
就いた者


